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遺構番号 段 種　別 平面形 長さ 幅 レベル 方位 使　用　礫 石　　材 パターン 観　　察 備　考
１ 上 伏碑 長方形 69 48 100 110 硬質砂岩 実測済み
２ 上 不整三角形（本来は方形？） 80＋α 80 89 120 角礫
砂岩～泥岩、多孔質
石英斑岩 角礫囲み 一部埋没又は改葬
３ 上 小児墓？ 方形？ 70 60 83 90 円礫・一部角礫 砂岩～泥岩、多孔質石英斑岩 外周列状
中央部はナシ
（埋没？）
４ 上 小児墓？ 不整方形 57 40＋α 88 75 円礫・角礫 砂岩＋多孔質石英斑岩 角礫囲み
５ 中 長方形 117 70 154 115 円礫・一部角礫 砂岩 角礫囲み
６ 中 方形 85 75 146 185 角礫 砂岩～泥岩 大型礫外形・２段以上 樹木により破損
７ 中 不明 120 60＋α 155 195 角礫・小円礫 砂岩・珪質砂岩 角礫囲み＋小円礫 右半分埋没





９ 中 長方形 65 95 152 180 角礫＋円礫 泥岩・多孔質石英斑岩
囲み＋小礫充填中央
長円礫
10 中 小児？ 円形 77 70 163 180 円礫＋角礫・大型角礫
砂岩～泥岩＋多孔質
石英斑岩 円礫囲み
11 中 長方形 111 83 172 120 角礫 砂岩～泥岩＋多孔質石英斑岩 角礫囲み＋礫充填
12 中 長方形 117 85 191 205 角礫・円礫 砂岩・凝灰岩・珪質砂岩 囲み
13 中 方形 86 86 183 160 角礫・円礫 砂岩・凝灰岩・珪質砂岩 角礫囲み＋小礫充填
14 中 長方形 125 76 188 140 角礫 砂岩～泥岩 角礫積み上げ 15を切る樹根
15 中 方形 76 68 197 120 角礫 砂岩～泥岩 角礫囲み＋小礫充填
16 中 方形 82 90 194 105 角礫・一部円礫 砂岩～泥岩・珪質砂岩＋多孔質石英斑岩 角礫囲み＋小礫充填 17を切る
17 中 小児？ 方形 70 65 191 100 角礫・一部円礫 砂岩・多孔質石英斑岩
角礫囲み＋中心大型
角礫















21 中 小児墓？ 方形 75＋α 80 193 95 角礫＋扁平小円礫 砂岩～泥岩＋多孔質石英斑岩
大型角礫囲み＋小角
礫・小円礫充填 一部埋没
22 中 小児墓？ 方形 70 76 191 95 大型角礫＋小角礫 砂岩～泥岩・安山岩・凝灰岩
大型角礫囲み＋小角
礫充填 実測済み
23 中 小児墓？ 方形 70 65 199 85 角礫＋円礫 砂岩～泥岩＋多孔質石英斑岩 礫囲み＋小礫充填 実測済み
24 中 不整方形 105 112 207 95 角礫・一部円礫 砂岩～泥岩・珪質砂岩・凝灰岩 礫囲み＋礫充填 実測済み
25 中 方形 105 95 214 80 角礫 砂岩～泥岩＋１／２多孔質石英斑岩
２段囲み＋充填中央
に立石角礫 斜面直下・一部樹根
26 中 方形 90 86 203 110 角礫・一部円礫 砂岩～泥岩・珪質砂岩・凝灰岩 囲み＋角礫充填 やや乱れる
27 中 不整方形 100 100 206 140 角礫 砂岩～泥岩 角礫囲み 樹木根のため乱れる
28 中 方形 80 70 221 135 角礫 砂岩～泥岩・凝灰岩・多孔質石英斑岩 囲み＋充填 実測済み
29 中 方形？ 165 50＋α 204 125 角礫・一部小円礫 砂岩・珪質砂岩・凝灰角礫岩 大型角礫囲み＋充填 右上角ナシ
30 中 方形 100 90 202 100 角礫 多孔質石英斑岩・砂岩～泥岩 角礫囲み
中心部は樹木のため
不明
31 中 長方形 100 60 201 105 角礫・大型角礫・一部円礫
多孔質石英斑岩・角礫凝
灰岩・珪質砂岩・泥岩 囲み・中心に角礫
32 中 長方形 112 78 203 120 角礫・円礫 多孔質石英斑岩・砂岩～泥岩・珪質砂岩
大型礫囲み・角礫充
填
33 中 長方形 115 85 205 110 角礫 砂岩～泥岩・珪質砂岩・凝灰岩
大型礫囲み・角礫充
填
34 中 長方形 70＋α 70 207 100 角礫・円礫 多孔質石英斑岩・泥岩・凝灰岩 大型礫囲み 倒木のため詳細不明
35 中 方形 90 75 204 100 角礫 砂岩～泥岩・多孔質石英斑岩 大型礫囲み
中心部は樹木のため
不明
36 中 小児 長方形 75 50 217 90 角礫・円礫 砂岩～泥岩・多孔質石英斑岩
大型礫囲み・小礫充
填 乱れ著しい
37 中 方形 90 96 221 95 角礫・一部円礫 砂岩～泥岩・多孔質石英斑岩
大型礫囲み・小礫充
填・２段以上 実測済み
38 中 方形 85 87 221 65 角礫 砂岩～泥岩・珪質砂岩・多孔質石英斑岩
大型礫囲み・小礫充
填 樹根で変形・斜面
39 下 方形？ 100 100？ 255 70 角礫・円礫 多孔質石英斑岩・砂岩～泥岩
全形は不明瞭・中心
に長角礫１立石 斜面のため流れ出す
40 中 方形 110 105 213 40 角礫・円礫 砂岩～泥岩・多孔質石英斑岩・珪質砂岩
囲い・充填・中心に
角礫２立石






遺構番号 段 種　別 平面形 長さ 幅 レベル 方位 使　用　礫 石　　材 パターン 観　　察 備　考
42 中 小児 不整方形？ 53 60 216 50 円礫・角礫 砂岩～泥岩・多孔質石英斑岩 不整形・積み方も雑
43 中 小児 方形 60 55 214 45 角礫＋小扁平円礫 砂岩～泥岩・珪質砂岩・多孔質石英斑岩
大型角礫囲み＋扁平
円礫充填
44 中 方形 96 75 205 30 角礫＋小扁平円礫 砂岩～泥岩・珪質砂岩・多孔質石英斑岩
角礫囲み＋扁平円礫
充填中心に長円礫
45 中 小児 長方形 80 110 211 45 角礫・一部円礫 砂岩～泥岩 かなり乱れる・２基？
46 中 改葬墓 200 櫛形＋基壇長方形石材 花崗閃緑岩 木口家・「八月九日」廃棄石材
47 南 方形 75 65 135 45 角礫 花崗斑岩 囲み・中心部は不明
48 南 改葬墓 138 櫛形＋基壇長方形石材 花崗閃緑岩
木口家「木口ナル立
之・大正十四年」 廃棄石材
49 下 方形？ 60＋α 100 220 140 角礫＋小扁平円礫 砂岩～泥岩 角礫囲み＋扁平円礫充填 左下１／２カット
50 下 方形？ 78 78 222 120 角礫・円礫 砂岩～泥岩・火山岩（集塊岩？）
礫囲み＋充填中心に
長円礫１
51 下 小児 方形？ 52 45 279 100 角礫・円礫 砂岩・集塊岩 礫囲み＋充填 右上埋没
52 下 不明 不明 75 140 246 160 角礫 多孔質石英斑岩・珪質砂岩・泥岩
倒木のため詳細不
明・下半流失

















56 下 小児 方形 45 55 271 60 角礫 砂岩～泥岩・珪質砂岩・輝石安山岩 囲み＋小礫充填 右上半埋没
57 下 長方形？ 60 80 279 60 角礫 砂岩～泥岩・珪質砂岩・輝石安山岩 倒木のため詳細不明
58 下 方形？（乱れる） 75 90 277 160 角礫・円礫 砂岩～泥岩 礫囲み・中心不明瞭
右下無し・抜き後の
影響？
59 下 方形 95 95 287 120 角礫・円礫 砂岩～泥岩・珪質砂岩・安山岩？ 角礫囲み＋充填
円礫（多孔質石英斑
岩）中心？
60 下 方形 70 75 287 90 角礫・円礫 砂岩～泥岩・珪質砂岩・安山岩 平坦
61 下 方形 70 75 281 80 角礫 砂岩～泥岩・礫岩 角礫囲み＋角礫充填 一部倒木下
62 下 方形 80＋α 100 275 55 角礫・一部円礫 砂岩～泥岩・集塊岩 角礫囲み＋長円形１（元は立石？）２段以上
63 下 方形（乱れる） 80 115 291 105 角礫
砂岩～泥岩・珪質砂
岩 ほぼ平坦 一部倒木下に隠れる
64 下 小児？ やや不定形な方形 70 70 290 60 各歴・円礫・小円礫 砂岩～泥岩 礫囲み＋小礫充填 一部倒木下に隠れる
65 下 抜き後？ 不定形 60＋α 120 286 80 角礫 斑糲岩・多孔質石英斑岩・砂岩～泥岩・珪質砂岩
下半は流失・檀越上
場
66 下 小児？ 方形 65 65 259 110 角礫 泥岩・石英斑岩 囲み？ 上半埋没・下半流失
48右 南 改葬墓 144 猫脚基礎・基壇 花崗閃緑岩 木口家・48と同一？
ａ 上 礫集積 不定形 180 110 99 110 角礫・円礫 砂岩～泥岩、多孔質石英斑岩 改装時の集積？
ｂ 上 礫集積 不整形 20 120 108 計測不能 角礫・円礫 砂岩＋多孔質石英斑岩
１段目上端に沿う抜
き跡又は補強





ｄ 上 礫集積又は抜き跡 不整形 50 60 95 95 角礫
砂岩・多孔質石英斑
岩・凝灰岩 角礫囲み
ｅ 上 伏碑又は墓石基壇？ 長方形板石 48 32 88 85
加工板石
（ノミ痕あり） 砂岩 小児墓の可能性あり
ｆ 中 抜き跡？ 方形？ 72 75 193 105 角礫 多孔質石英斑岩・凝灰岩 方形囲み 16に切られる
ｇ 中 抜き跡？ 60＋α ？ 205 135 角礫・円礫 砂岩～泥岩＋多孔質石英斑岩 左下の角のみ残る
ｈ 中 抜き跡 ？ 60 212 145 角礫・円礫 砂岩・珪質砂岩・安山岩 角礫囲み 下方１辺のみ残る
Ｊ 下 抜き後 長方形 160 100 242 135 一部礫残る（安山岩・泥岩）
深さ10～30㎝程度下
がる
Ｋ 中 礫集積 不明瞭 55 40 214 角礫・円礫 砂岩～泥岩・珪質砂岩 掘り上げ時に移動？
Ｋ 下 抜き後 120 110 284 115 深さ10～25㎝わずかに礫残る
Ｌ 中 抜き跡？ 長方形？ 100 65＋α 212 100 角礫・扁平小円礫 多孔質石英斑岩・青灰色泥岩（扁平小円礫）
角礫囲み＋扁平小円
礫充填 下半流失
Ｌ 下 抜き後 110 90 289 85 砂岩～泥岩・珪質砂岩・石英斑岩 僅かに礫残る




取上げ番号 焼成形態 器　　種 産　　地 時　　期 特　　　　徴 メ　　モ
001 磁器釉下彩 皿 肥前系 19Ｃ後半 蛇の目凹形高台。内底月・松・鳥文。輪郭線は黒、濃みは酸化コバルト？
002 磁器 碗 瀬戸美濃 20Ｃ前半？ 外面は柿釉地に鉄釉・藁灰釉で花文。内面透明釉。口唇部黒釉。 中里九学参照
003 磁器染付 小坏 肥前系 19Ｃ 腰部に稜。外面山水・遠山文、呉須酸化コバルト？内面無文。高台畳付細砂付着。
004 磁器染付 小坏 肥前系 20Ｃ前半 内外面とも口縁部に吹き絵（エアスプレー）による半円状の濃み（グラデーション）、呉須酸化コバルト。
005 磁器色絵 筒形碗 不明 20Ｃ前半～中頃 外面淡緑色、内面透明釉掛け分け。外面ゴム版絵付け、竹文・角印「蘇束」（朱色上絵）。口唇部金彩。 完形
006 ガラス 瓶 近代 体部筒形。藍色。微気泡目立つ。
007 磁器釉下彩 筒碗 肥前系 20Ｃ 外面腰～高台黒釉。外面体部鉄釉地、浅い彫りによる施文（デザイン化した葉？）。口唇部柿釉。内面透明釉。
011と同一、中
里九学参照
008 磁器 碗 肥前系 19Ｃ？ 小片。現況は白磁。
009大 磁器染付 碗 肥前系 19Ｃ後半～20Ｃ初頭 外面型紙摺り、矢羽根状文。内面無文。
010 磁器染付 碗 肥前系 小片。外面口縁部横線（１条）。内面現況無文、粗い貫入。
011 磁器釉下彩 筒碗 肥前系 20Ｃ 007と同一
012 磁器 碗 肥前系 小片。現況は白磁。胎土中黒色微粒含む。
013 磁器 供膳具 肥前系 小片。現況は白磁。胎土中黒色微粒含む。
014 磁器染付 碗？ 肥前系 19Ｃ後半以降 外面文様不明、呉須酸化コバルト。内面現況無文。
015 磁器染付 平碗平 肥前系 19Ｃ 外面文様不明（風景）。内面口縁部略化した四方襷文。外面文様不明（風景）。
016 磁器染付 碗？ 肥前系 19Ｃ 外面文様不明、呉須酸化コバルト？内面現況無文、粗い貫入。
017 青磁 平碗 肥前系 19Ｃ末～20Ｃ中頃 外面青磁釉、内面透明釉掛け分け。口唇部口錆。外面蓮弁文（陽印）。 027ｂと同一
018 磁器釉下彩 供膳具 肥前系 近代 細片。現況は白磁。外面に緑色（酸化クロム）の小斑、釉下彩文の飛沫。
019 磁器 筒碗 肥前系 20Ｃ 007と同一
020 磁器染付 徳利 肥前系 19Ｃ前半～中頃 円柱状の体部。外面体部花樹文（梅？）。
021 磁器 供膳具 肥前系 現況は白磁。
022 磁器上絵 コップ 瀬戸美濃系 20Ｃ 外面体部下位金彩上絵にる花弁外郭線。外面底部ゴム印「マルト陶器」。多治見市に「マルト陶器」現存。 023・025と同一
023 磁器上絵 コップ 瀬戸美濃系 20Ｃ 外面体部上位エアスプレーによる桃色釉下彩（花弁上辺塗り分け）。下位金彩上絵による花弁外郭線。口唇部口錆（金彩上絵）。 022・025と同一
024 磁器 徳利 肥前系 19Ｃ 細頸、肩なだらか。外面頸部横線（１条）。
025 磁器上絵 コップ 瀬戸美濃系 20Ｃ ２片あり（接合）、022・023と同一
026 磁器釉下彩 筒碗 肥前系 20Ｃ 外面腰部鉄釉。内面透明釉。 126と同一、027ａと同一？
027ａ 磁器釉下彩 筒碗 肥前系 20Ｃ 外面体部青緑色の太い横線＋白釉刷毛掛け。腰部鉄釉。内面透明釉。２片あり。26・126と同一？
027ｂ 青磁 平碗 肥前系 19Ｃ末～20Ｃ中頃 外面青磁釉、内面透明釉掛け分け。外面蓮弁文（陽印）。高台見込みゴム印「慈山」。有田に「慈山」窯現存。 017と同一
028 磁器上絵 コップ 瀬戸美濃系 20Ｃ 外面体部上位エアスプレーによる桃色釉下彩（５弁花上辺塗り分け）。下位金彩上絵による花弁外郭線。口唇部口錆（金彩上絵）。外面底部ゴム印「マルト陶器」。多治見市に「マルト陶器」現存。 完形
029ａ 磁器上絵 コップ 瀬戸美濃系 20Ｃ 外面体部上位エアスプレーによる桃色釉下彩（花弁上辺塗り分け）。下位金彩上絵による花弁外郭線。口唇部口錆（金彩上絵）。
022・023・025
と同一？
029ｂ 磁器染付 小碗 肥前系 19Ｃ中頃～後半 外面腰部花弁文？（雑な縦線）、呉須酸化コバルト？内面無文。
030 磁器釉下彩 小坏 瀬戸美濃系 19Ｃ末～20Ｃ前半 外面銅版転写、雪輪文・花文（菊？）・デザイン化した字「君」。藍色（酸化コバルト）・オリーブ色。内面無文。高台内側面細砂付着。完形
031 磁器染付 端反碗 肥前系 19Ｃ後半 型紙刷り。外面口縁部半花文、体部矢羽根状。内面口縁部瓔珞文。型紙刷り。外面口縁部半花文、体部矢羽根状。内面口縁部瓔珞文。
032 磁器染付 端反碗 肥前系 1820～1860年代 外面よろけ縞文。内底格子文。
033 磁器染付 端反碗 肥前系 1820～1860年代 外面縦縞と雪持笹文。内面口縁部略化した青海波文。外面縦縞と雪持笹文。内面口縁部略化した青海波文。
034 磁器染付 筒碗 肥前系 19Ｃ後半～20Ｃ初頭 型紙刷り。外面口縁部～体部伊勢小紋、腰部連弁文。型紙の継ぎ目３箇所。内面口縁部瓔珞文。
035 磁器上絵 碗 肥前系 20Ｃ第３四半 体部逆台形。外面酸化コバルトによる横太線（釉下彩）、金・にぶい朱色の上絵。内面無文。
037・039・117
と同一
036 磁器染付 端反碗 肥前系 19Ｃ後半 外面主文様不明、内面口縁部横線（１条）、呉須酸化コバルト。胎土灰色味。
037 磁器上絵 碗 肥前系 20Ｃ第３四半 体部逆台形。外面酸化コバルトによる横太線（釉下彩）、金・にぶい朱色の上絵。内面無文。高台見込みゴム印「有田」（にぶい朱色）。
035・039・117
と同一
038 磁器染付 端反碗 肥前系 19Ｃ後半 型紙刷り。外面弧線文（内部青海波）、花樹文。内面口縁部瓔珞文。胎土灰色味、黒色微粒含む。 141と同一？
039 磁器上絵 碗 肥前系 20Ｃ第３四半 035・037・117と同一
040 磁器染付 小碗 瀬戸美濃系 19Ｃ末～20Ｃ前半 外面銅版転写、主文は不明、客文は桐。呉須・緑色（酸化クロム）・緑褐色。内面無文。高台内圏線（１条）。
041 磁器染付 碗 肥前系 18Ｃ末～19Ｃ中頃 外面熨斗文・松竹梅文、呉須にじむ。内面無文。内底蛇の目釉剥ぎ。４片あり（３片は接合）、135と同類の可能性
042 磁器染付 端反小碗 肥前系 1820～1860年代 外面草花文。内面無文。内底三足ハマ跡（現況２箇）。胎土中黒色微粒含む。
043 磁器染付 碗 波佐見 1820～1860年代 外面雪輪草花文（雪輪縦長）。高台見込み無文。胎土灰色味。
044 磁器染付 端反碗 肥前系 19Ｃ後半 型紙刷り。外面捻花状分割内、蛸唐草文・梅枝文・青海波文。内面口縁部瓔珞文。胎土灰色味。
047と同一、048
と同一？
045 磁器染付 碗 肥前系 1820～1860年代 外面草文。内面口縁部格子文。外面草文。内面口縁部格子文。
046 磁器染付 端反碗 肥前系 1820～1860年代 外面松文。内面口縁部略化した青海波文。胎土灰色味、黒色微粒含む。 ２片あり（同一？）
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048 磁器染付 端反碗 肥前系 19Ｃ後半 型紙刷り。外面捻花状分割内、蛸唐草文。内面口縁部瓔珞文。胎土灰色味。 044・047と同一？
049 磁器染付 端反碗 肥前系 1820～1860年代 外面文様不明（草花？）。内面口縁部略化した宝文？胎土灰色味。
050 磁器染付 碗 瀬戸美濃系 20Ｃ前半 小片。内外とも口縁部に吹き絵（エアスプレー）による横位の濃み（グラデーション）。
051 磁器染付 小坏 肥前系 19Ｃ後半～20Ｃ初頭 型紙摺り。外面主文唐子・松。口縁部内外とも瓔珞文。内面酸化コバルトの小斑。
066・073・102
と同一
052 磁器染付 小坏 肥前系 19Ｃ後半～20Ｃ初頭 小片。型紙摺り。外面主文松。口縁部内外とも瓔珞文。内面酸化コバルトの小斑。
051・066・073・
081・102と同一？
053 磁器染付 碗or鉢 肥前系 近世 小片。口縁部直立。外面文様不明。内面現況無文。
054 白磁 碍子 瀬戸美濃系 19Ｃ末～20Ｃ中頃 ノップ碍子。ビニールカバーをした電線を括り付けている。 完形
055 磁器染付 碗 肥前系 18Ｃ末～19Ｃ中頃 腰張り、薄手、丸碗か。外面文様不明。内面現況無文。
056 磁器染付 碗 波佐見 1820～1860年代 外面二重網目文。内面無文。胎土灰色味。
057 磁器染付 端反碗 肥前系 19Ｃ後半 腰～底部片。主文不明。内面体部下位圏線、酸化コバルト。二次焼成（釉白濁、ただれ）。
058 磁器染付 端反碗蓋 肥前系 1820～1860年代 外面文様不明。内面口縁部雷文。
059 磁器染付 鉢？ 肥前系 18Ｃ末～19Ｃ中頃 口縁部小片。外面文様不明（現況無文）。内面七宝文（墨弾き技法）。009（小）と同一？
060 磁器染付 端反碗 肥前系 1820～1860年代 外面主文欠、客文蝶。内面口縁部横線（２条）。
061 磁器染付 碗 肥前系 小片。口縁部直立。外面文様不明。内面現況無文。
062 磁器染付 碗 波佐見 18Ｃ後半 外面雪輪草花文。高台見込み無文。胎土灰色味。口縁部歪む。 063・064・091と同一
063 磁器染付 碗 波佐見 18Ｃ後半 062・064・091と同一
064 磁器染付 碗 波佐見 18Ｃ後半 062・063・091と同一
065 磁器染付 碗 肥前系 18Ｃ末～19Ｃ中頃 丸碗。釉白濁。外面文様不明（草花？）。内面口縁部横線（２条）。胎土灰色味。
066 磁器染付 小坏 肥前系 19Ｃ後半～20Ｃ初頭 型紙摺り。外面主文唐子・松。口縁部内外とも瓔珞文。内面酸化コバルトの小斑。
051・073・102
と同一
067 青磁 小坏 肥前系 近代？ 高台畳付釉剥ぎ、他全釉。内面に鉄小斑あり。胎土灰白色。 089と同一
068 磁器染付 碗 肥前系 19Ｃ後半～20Ｃ初頭 小片。型紙摺り。外面主文松（他不明）。口縁部内外とも瓔珞文。
069 磁器染付 小坏 肥前系 18Ｃ末～19Ｃ中頃 外面上位笹文。内面無文。高台内面細砂付着。
070 磁器 小坏 瀬戸美濃 近代？ 体部下位～高台部片。高台内打ち込みによる刳り。現況は白磁。外面体部下位～高台鉄漿塗布。高台内無釉。
071 磁器 碗？ 肥前系 小片。現況は白磁。胎土灰色味。
072 磁器釉下彩 碗？ 肥前系 近代？ 外面体部藁灰釉？による横太線。内外面とも透明釉白濁。胎土灰色味。
073 磁器染付 小坏 肥前系 19Ｃ後半～20Ｃ初頭 型紙摺り。外面主文唐子・松。口縁部内外とも瓔珞文。内面酸化コバルトの小斑。
051・066・102
と同一
074 磁器染付 端反碗 肥前系 1820～1860年代 外面海浜風景文？（帆船あり）。内面口縁部格子文。胎土灰色味。
075 磁器染付 碗？ 肥前系 19Ｃ前半～19Ｃ中頃 細片。外面文様不明。内面現況無文。胎土灰色味、小石（５㎜大）混入。細片
076 磁器染付 端反碗 肥前系 1820～1860年代 口縁部小片。外面文様不明。内面現況無文。口縁部小片。外面文様不明。内面現況無文。
077 陶器 土瓶？ 関西系？ 近代 算盤玉形の胴部小片。灰釉（黄白色）。外面は光沢あり、貫入目立つ。内面は薄い。
086と同一の可
能性大
078 磁器染付 碗 波佐見 18Ｃ後半～19Ｃ中頃 外面主文欠（雪輪草花文？）。内面無文。胎土灰色味。 079・134と同一
079 磁器染付 碗 波佐見 18Ｃ後半～19Ｃ中頃 外面主文欠（雪輪草花文？）。内面無文。高台内「大明年製」崩れ銘。胎土灰色味。 078・134と同一
080 長管骨 鳥類？。 松下氏確認
081 磁器染付 小坏 肥前系 19Ｃ後半～20Ｃ初頭 型紙摺り。外面主文松。口縁部内外とも瓔珞文。 051・052・066・073・102と同一？
082 磁器染付 端反碗 肥前系 1820～1860年代 外面草文。内面口縁部横線（２条）。
083 磁器染付 端反碗 肥前系 19Ｃ後半 小片。外面文様不明（現況口縁部横線）、呉須酸化コバルト。内面現況無文。
084 磁器染付 小坏 肥前系 19Ｃ後半～20Ｃ初頭 型紙摺り。外面唐子文・松文。内面現況無文、酸化コバルトの小斑あり。
085 磁器染付 端反碗？ 肥前系 1820～1860年代？ 外面文様不明。内面現況無文。胎土灰色味。
086 陶器 土瓶 関西系？ 近代 口縁部～肩部小片。蓋受け部釉拭き取り。弦用の耳は粘土紐貼り付け。灰釉（黄白色）。外面は光沢あり、貫入目立つ。内面は薄い。
077と同一の可
能性大
087 磁器染付 端反碗？ 肥前系 1820～1860年代？ 口縁部小片。内外面とも口縁部横線（１条）。
088 磁器染付 小広東碗 肥前系 18Ｃ末～19Ｃ初頭 外面主文不明。内底文様不明。
089 青磁 小坏 肥前系 近代？ 067と同一
090 磁器 碗 肥前系 小片。口縁部直立。現況は白磁。
090小 磁器染付 供膳具 肥前系 18Ｃ末～19Ｃ中頃 口縁部細片。外面文様不明。内面七宝文（墨弾き技法）。 059と同一？
091 磁器染付 碗 波佐見 18Ｃ後半 062・063・064と同一
092 磁器染付 端反碗 肥前系 1820～1860年代 外面丸窓内蝶文、蔓草文。外面口縁部雷文。胎土灰色味。 107・108と同一？
093 磁器染付 端反碗？ 肥前系 1820～1860年代？ 腰部～高台部片。外面文様不明。内面現況無文。胎土黄橙色味。
094 磁器 小丸碗 肥前系 1820～1860年代 外面鉄釉、内面透明釉掛け分け。高台内透明釉（掛けこぼし）。高台下位無釉、細砂付着。 095と同一
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096 磁器 小丸碗 肥前系 1820～1860年代 体部下位～高台片。現況は白磁、透明釉白濁。胎土灰色味。
097 磁器 供膳具 肥前系 口縁部細片。現況は白磁。
098 白磁 小坏 肥前系 19Ｃ 釉は僅かに青緑色味。小鉄斑あり。高台内下位細砂付着。
099 磁器染付 碗？ 肥前系 体部細片。外面文様不明。内面現況無文、貫入明瞭。 100と同一？
100 磁器染付 碗 肥前系 腰部細片。外面文様不明。内面現況無文、貫入明瞭。 099と同一？
101 磁器染付 碗 肥前系 体部細片。外面文様不明。内面現況無文。胎土灰色味。
102 磁器染付 小坏 肥前系 19Ｃ後半～20Ｃ初頭 型紙摺り。外面主文松。口縁部内外とも瓔珞文。内面酸化コバルトの小斑
051・066・073
と同一
103 陶器 碗 萩焼 19Ｃ 藁灰釉。外面体部下位以下露胎。 136と同一？
104 陶器 碗？ 関西系？ 体部細片。内外灰釉、貫入目立つ。 119・129と同一？
105 磁器染付 端反碗 肥前系 1820～1860年代 口縁部小片。外面現況無文。内面口縁部横線（２条）。
106 磁器染付 碗 肥前系 19Ｃ前半～中頃 薄手。外面文様不明。内面現況無文。
107 磁器染付 端反碗 肥前系 1820～1860年代 外面丸窓内蝶文、蔓草文。外面口縁部雷文。胎土灰色味。 092・108と同一？
108 磁器染付 端反碗 肥前系 1820～1860年代 外面丸窓内蝶文、蔓草文。外面口縁部雷文。胎土灰色味。 092・107と同一？
109 磁器染付 供膳具 肥前系 体部細片。外面文様不明。内面現況無文。
110 磁器染付 輪花皿 肥前系 18Ｃ末～19Ｃ中頃 蛇の目凹形高台。内底文様不明（現況草文）。
111ａ 磁器染付 端反碗 肥前系 19Ｃ後半 外面楓文、呉須酸化コバルト。内面現況無文。 142と同類
111ｂ 磁器釉下彩 碗 肥前系 19Ｃ後半～20Ｃ初頭 外面文様樹木？線描き暗緑色、濃み淡青色。内面現況無文。
112 磁器染付 碗 肥前系 19Ｃ後半 外面現況葉文（葉脈は墨弾き）、呉須酸化コバルト。内面現況無文。113と同一、114と同一？
113 磁器染付 碗 肥前系 19Ｃ後半 小片。現況は白磁。 112と同一、114と同一？
114 磁器 碗 肥前系 ２片あり。同一片？。ともに口縁部小片。現況は白磁。片？。ともに口縁部小片。現況は白磁。
２片とも112・
113と同一？
115 磁器染付 端反碗 肥前系 19Ｃ後半 外面略化した唐草文、呉須酸化コバルト。内面口縁部横線（１条）。胎土灰色味。
116 磁器染付 小碗or小坏 肥前系 19Ｃ前半～中頃 体部小片。口縁端反り。外面文様不明。内面現況無文。
117 磁器上絵 碗 肥前系 20Ｃ第３四半 035・037・039と同一
118 磁器染付 広東碗 肥前系 1800～1840年代 外面・内面見込み２本一組の斜格子文。
119 陶器 碗 関西系？ 口縁部細片。口縁端反り。内外灰釉、貫入目立つ。 104・129と同一？
120 磁器染付 端反碗 肥前系 1820～1860年代 体部小片。外面格子文。内面口縁部横線。胎土灰色味。
121 磁器染付 端反碗 肥前系 1820～1860年代 外面現況草文。内面無文。
122 磁器 端反碗？ 肥前系 19Ｃ 口縁部細片。現況は白磁。
123 磁器染付 碗？ 肥前系 体部細片。外面文様不明。内面現況無文。透明釉白濁。
124 磁磁器 供膳具 肥前系 高台部細片。現況白磁、透明釉白濁。畳付釉剥ぎ。胎土灰色味。
125 磁器 供膳具 肥前系 体部細片、内面のみ残。
126 磁器釉下彩 筒碗 肥前系 20Ｃ 外面体部青緑色の太い横線＋白釉刷毛掛け。腰部鉄釉。内面透明釉。026と同一、027ａと同一？。
127 磁器磁器 供膳具供膳具 肥前系 体部細片。外面文様不明。内面現況無文。
128 磁器磁器 碗碗 肥前系 丸碗。口縁部～体部上位小片。現況は白磁。 ２片あり、接合する
129 陶器陶器 碗？碗？ 関西系？ 体部小片。内外灰釉、貫入目立つ。 104・119と同一？
130 磁器染付磁器染付 供膳具供膳具 肥前系 体部細片。外面現況横線。内面無文。
131 陶器陶器 碗碗 関西系 18Ｃ 底部小片。内底灰釉、貫入目立つ。高台部露胎。
132 陶器陶器 碗碗 関西系 18Ｃ 腰部～高台部片。内底灰釉、貫入目立つ。高台部露胎。
133 磁器染付磁器染付 皿皿 肥前系 18Ｃ末～19Ｃ中頃 蛇の目凹形高台。内底文様不明。
134 磁器染付磁器染付 碗碗 波佐見 18Ｃ後半～19Ｃ中頃 外面主文欠（雪輪草花文？）。内面無文。胎土灰色味。 078・079と同一
135 磁器染付磁器染付 碗？碗？ 肥前系 体部細片。外面熨斗文、呉須にじむ。内面現況無文。 135と同類の可能性
136 陶器陶器 碗碗 萩焼 19Ｃ 藁灰釉。外面体部下位以下露胎。
137 欠番
138 磁器釉下彩磁器釉下彩 供膳具供膳具 肥前系 19Ｃ後半～20Ｃ前半 体部細片。外面文様不明、藍色（酸化コバルト）、白色。内面現況無文。
139 磁器色絵磁器色絵 皿皿 肥前系 体部細片。内面文様不明、黒色の細条線。外面現況無文。
140 磁器染付 端反碗 肥前系 1820～1860年代 口縁部小片。外面主文欠、口縁部横線（１条）。内面格子文。
141 磁器染付 端反碗 肥前系 19Ｃ後半 型紙刷り。外面弧文（内部青海波）、花樹文。内面口縁部瓔珞文。胎土灰色味、黒色微粒含む。 038と同一？
142 磁器染付 端反碗 肥前系 19Ｃ後半 体部下位片。外面楓文、呉須酸化コバルト。内面現況無文。 111ａと同類
※細片は長辺・長軸2.0㎝以下、これより大きいものは小片。小片は必要に応じて記載。メモ欄「同一」は接合、「同一？」は接合しない。
遺物観察表３
